
体操・世界選手権第６日（９日、ドイツ・シュツットガル

ト）男子団体総合決勝が行われ、日本（谷川翔、谷川

航、萱和磨、神本雄也、橋本大輝）は、合計２５８・１５９

点で２大会連続の銅メダルを獲得した。 

           （10/10sanspo.comより部分引用） 

武蔵野東中学校の掲載にありましたとおり、第49回世界体操競

技選手権で、本学園の卒業生である神本雄也君が主将として出

場し、団体総合で銅メダルを獲得しました。 

 

詳しくは所属するコナミスポーツのページでご覧ください。 

 

神本雄也君本当におめでとうございます！ 

こらからも活躍をお祈りしています！ 

 

＊こちらから 武蔵野東学園ホームページ へ  中学校在学中も活躍してました 

https://www.konami.com/sportsclub/athlete/news/2019/1010/
http://www.musashino-higashi.org/

